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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

レ
ダ
に
新
車
両
＝
Ｆ
Ｆ
Ｗ
Ｐ
Ｕ-

Ｕ
Ｓ
Ａ
が
寄
贈
！

四
月
一
日
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
南
北
米
福
地
開
発
財
団
ア
ス
ン
シ
オ
ン
事
務

局
に
、
新
鋭
の
車
両
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
レ
ダ
基
地
を
訪
問
し
た
高
橋
泰

子
さ
ん
が
レ
ダ
基
地
の
現
状
を
、
米
国
の
Ｆ
Ｆ
Ｗ
Ｐ
Ｕ
（
世
界
平
和
統
一
家

庭
連
合
）
で
報
告
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
ビ
シ
ョ
ッ
プ
・
キ
ム
（
北
米

大
陸
会
長
）
、R

e
v
.

バ
ル
コ
ム
（
北
米
協
会
長
）
、R

e
v
.

マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ェ

ン
キ
ン
ス
各
氏
の
理
解
の
も
と
で
、
こ
の
新
車
の
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。

レ
ダ
基
地
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
ワ
ゴ
ン

な
ど
の
車
両
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
農
場
、
牧
場
、
養
殖
場
、
工
事
現
場
な

ど
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
原
野
、
森
林
、
湿
原
な
ど
、
様
々
な
環
境
に
お
け

る
様
々
な
作
業
に
活
躍
し
、
開
拓
地
に
お
け
る
必
須
の
機
材
で
す
。
基
地
ス

タ
ッ
フ
は
、
す
べ
て
の
車
両
を
て
い
ね
い
に
整
備
し
、
通
常
の
耐
用
限
界
を

は
る
か
に
越
え
、
長
年
使
用
し
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
車
両
の
外
見

は
、
酷
使
に
酷
使
を
重
ね
た
老
朽
車
の
如
く
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

極
端
な
例
で
は
、
手
作
り
の
特
殊
金
具
を
用
い
な
い
と
開
閉
で
き
な
い
ド

ア
、
荷
台
に
臨
時
に
設
置
さ
れ
た
排
気
装
置
、
運
転
席
に
取
り
付
け
ら
れ
た
、

見
た
こ
と
も
な
い
ボ
タ
ン
や
ス
イ
ッ
チ
類
な
ど
が
あ
り
、
都
市
部
か
ら
の
訪

問
者
を
驚
か
せ
て
い
ま
す
。

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
は
、
人
間
に
と
っ
て
も
、
機
械
に
と
っ
て
も
過
酷
な
環
境

で
あ
る
こ
と
や
、
遠
隔
地
ゆ
え
に
適
正
な
部
品
を
入
手
し
に
く
い
こ
と
も
要

因
の
一
部
で
す
。
一
個
の
部
品
が
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
数
週
間
、
あ
る
い

は
数
ヶ
月
、
車
を
遊
ば
せ
て
お
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
何
と
か
し
て
現
役

車
両
と
し
て
動
か
す
た
め
、
当
然
な
が
ら
安
全
に
は
最
大
限
の
注
意
を
払
っ

て
い
ま
す
。
先
進
国
で
は
思
い
も
着
か
な
い
よ
う
な
創
意
工
夫
が
満
載
の
レ

ダ
基
地
で
す
。

し
か
し
、
公
道
を
走
行
す
る
に
は
、
見
た
目
に
も
全
う
な
車
両
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
び
米
国
の
支
援
者
た
ち
か
ら
贈
ら
れ
た
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
は
、
こ
の
意
味
で
も
大
変
に
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。
チ
ャ
コ
地
方
の
道

路
が
走
行
可
能
に
な
り
次
第
、
支
援
者
た
ち
の
篤
い
心
を
乗
せ
て
、
レ
ダ
基

地
に
向
か
っ
て
走
っ
て
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
米
国
の
Ｆ
Ｆ
Ｗ
Ｐ
Ｕ

の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
致
し
ま
す
。

タイヤはパンタナール向けの特別仕様。

車の前方と荷台に車体保護の為の鉄のガード

を取り付けて使用する予定。車内がゆったり

として、サスペンションもよく、デコボコの

道でも楽に走れる。レダにＶＩＰたちが来た

場合、施設内を案内するときの最適車両。

Toyota, Hi-Lux DC4x4 DX 2500cc
四輪駆動、速度５段、ディーゼル(高品質)



先
頭
に
立
っ
て
ご
苦
労
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
思
い
も
か
け
ぬ
大
任
に
身
も
縮
む

思
い
で
す
が
、
内
外
の
期
待
が
か
つ
て
な
く
高
ま
る
昨

今
で
あ
れ
ば
一
瞬
の
停
滞
も
許
さ
れ
ず
、
の
み
な
ら
ず

レ
ダ
を
中
心
と
し
た
モ
デ
ル
地
球
村
建
設
、
自
然
環
境

保
全
の
た
め
一
層
の
発
展
、
そ
し
て
実
現
に
向
け
て
南

米
、
北
米
、
日
本
が
一
体
と
な
っ
て
前
進
し
て
い
く
こ

と
が
、
レ
ダ
で
御
苦
労
し
て
お
ら
れ
る
方
た
ち
や
前
任

者
、
ご
支
援
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
へ
の
思
い
に
お
答

え
す
る
唯
一
の
道
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の
現
状
を
考
え
れ
ば
会
員
の
皆

様
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
初
志
貫

徹
！

ご
指
導
ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
新
代
表
理
事

中
田
欣
宏

四
月
十
二
日
、
北
米

よ
り
奈
田
氏
と
北
中
氏

が
、
レ
ダ
常
任
ス
タ
ッ
フ
の
佐
野
氏
と
も
に
、
元
気
よ

く
到
着
し
ま
し
た
。
奈
田
氏
は
、
北
米
に
お
け
る
当
会

の
責
任
者
で

す
。
さ
っ
そ

く
中
田
所
長

の
案
内
で
、

レ
ダ
基
地
内

各
所
の
ツ
ア
ー

を
行
い
ま
し

た
。
翌
十
三

日
に
は
伊
達

氏
も
到
着
し
、

新
鮮
な
ニ
ュ
ー

ス
を
送
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

十
四
日
に
は
、

パ
ラ
グ
ア
イ

川
を
60
Km
余

り
北
上
し
、

南
北
米
福
地
開
発
協
会
の
代
表
理
事
が
交
代

本
年
四
月
一
日
付
で
、
当
法
人
の
代
表
理
事
と
事
務

局
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
交
代
し
ま
し
た
。

交
代
に
あ
た
り
、
前
代
表
理
事

飯
野
貞
夫

桜
の
花
が
散
っ
て
新
緑
の
葉
が

生
ま
れ
る
よ
う
に
、
先
回
の
理
事

会
で
、
長
い
間
事
務
局
で
責
任
持
っ

て
来
た
代
表
理
事
と
事
務
局
長
の

交
代
が
和
や
か
な
会
議
の
内
に
決

ま
り
ま
し
た
。
二
人
と
も
今
後
、
理
事
と
し
て
留
ま
り
、

新
体
制
に
協
力
し
て
行
き
ま
す
。
レ
ダ
も
ま
だ
多
く
の

超
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
り
、
国
内
活
動

と
も
に
一
層
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

幸
い
中
田
欣
宏
新
代
表
理
事
は
、
南
米
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

で
の
生
活
も
長
く
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
駆
使
し
て
現
地
の

人
々
と
自
由
に
交
流
で
き
ま
す
の
で
、
米
国
を
初
め
と

す
る
、
国
際
的
な
連
携
協
力
の
中
、
南
米
・
北
米
の
連

結
を
有
効
な
ら
し
め
て
、
進
ん
で
行
け
た
ら
と
願
い
ま

す
。
今
ま
で
皆
様
の
厚
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。
引
き
続
き
新
代
表
理
事
を
支
え
て
、

当
会
の
目
的
を
着
実
に
果
た
し
な
が
ら
前
進
し
て
行
き

ま
し
ょ
う
。
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
前
代
表
理
事

飯
野
貞
夫

会
員
の
皆
様
へ
、
代
表
理
事

中
田
欣
宏

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
飯
野
代
表
理
事
、
柴
沼

事
務
局
長
の
退
任
に
伴
い
代
表
理

事
職
を
中
田
が
、
事
務
局
長
職
を

戸
石
文
夫
理
事
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
飯

野
理
事
、
柴
沼
理
事
は
長
い
間
南
北
米
福
地
開
発
協
会

の
代
表
、
お
よ
び
事
務
局
長
を
務
め
ら
れ
、
一
般
社
団

法
人
に
な
っ
て
か
ら
も
代
表
理
事
、
事
務
局
長
と
し
て

提
唱
者
の
精
神
を
守
り
レ
ダ
に
お
け
る
地
球
村
建
設
の

バ
イ
ア
・
ネ
グ
ラ
市
と
デ
ィ
ア
ナ
村
を
訪
問
。
い
ず
こ

で
も
暖
か
い
歓
迎
を
受
け
、
今
後
の
相
互
協
力
を
構
想

し
な
が
ら
、
親
し
く
交
流
す
る
時
を
持
ち
ま
し
た
。

今
レ
ダ
基
地
で
は

バイア・ネグラの病院の院長は、州都オリンポ市出身で

キューバで医学を学んだ女医。右より、北中氏、奈田氏。

ディアナ村の古い校舎にて、校長先生や生徒たちの歓迎を受けま

した。奈田氏一行は、規律正しい生徒たちに感心しました。

レダ基地、セミナーハウス回廊にて、奈田

氏（右）と北中氏。

桜井君が釣ったドラドは、75cm、4.8キロ。



暖
か
い
春
の
陽
射
し
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
朝
に
は

二
分
咲
き
だ
っ
た
会
場
の
桜
並
木
も
昼
ま
で
に
ほ
ぼ
八

分
咲
き
ま
で
開
花
。
62
名
の
参
加
者
、
講
師
陣
、
ス
タ
ッ

フ
の
顔
も
ほ
こ
ろ
び
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
恒
例
の

テ
ー
マ
に
毎
回
新
し
い
内
容
や
写
真
が
加
わ
り
、
い
っ

そ
う
リ
ア
ル
で
、
分
か
り
易
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
レ
ダ
基
地

の
現
場
で
牧
畜
と
渉
外

を
担
当
し
て
い
る
佐
野

氏
と
、
養
豚
を
担
当
し

て
い
る
青
年
の
坂
井
さ

ん
に
よ
る
現
場
報
告
も

な
さ
れ
、
参
加
者
に
生

の
体
験
を
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
各
講
師
を
囲

ん
で
小
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
懇
親
会
が
持
た
れ
、

各
参
加
者
は
自
分
が
希

望
す
る
小
グ
ル
ー
プ
で

講
師
と
親
し
く
交
流
し
、

質
問
等
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想
文
よ
り
（抜
粋
）

●
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、

思
い
が
適
っ
た
一
日
で
し
た
。
苛

酷
な
地
を
、
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
な

さ
れ
た
と
感
服
い
た
し
ま
し
た
。

(

男
性
・64
歳)

●
と
て
も
深
い
内
容
が
あ
り
、

先
駆
者
達
の
苦
労
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
青
年
の
坂
井
さ
ん
の
話

は
と
て
も
率
直
で
、
同
じ
青
年

と
し
て
興
味
深
く
、
と
て
も
刺

激
に
な
り
ま
し
た
。(

男
性
・22
歳)

●
散
歩
を
兼
ね
た
高
津
先
生
の
植
生
実
地
講
座
、
と
て
も
よ

か
っ
た
で
す
。
坂
井
さ
ん
の
養
豚
の
証
も
よ
か
っ
た
。
レ
ダ
の
話

は
い
つ
も
希
望
的
で
心
が
温
か
く
な
り
ま
す
。
他
の
幸
福
の
た

め
に
生
き
る
精
神
を
実
践
す
る
レ
ダ
だ
か
ら
こ
そ
本
当
の
感

動
を
与
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。(

女
性
・55
歳)

●
子
供
の
教
育
と
と
も
に
、
私
も
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
開
拓
精
神

を
実
践
で
き
る
よ
う
学
び
、
受
け
継
い
で
ゆ
き
た
い
。
い
つ
か
は

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
現
場
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
た
め
訪
ね
て
み
た

い
で
す
。(

男
性
・41
歳)

●
苛
酷
な
自
然
環
境
の
中
で
、
先
輩
の
方
々
が
真
の
愛
を
実

践
し
、
責
任
感
を
持
っ
て
活
動
し
、
奉
仕
を
通
し
て
先
住
民
の

心
を
動
か
し
、
大
統
領
の
心
ま
で
動
か
し
た
こ
と
は
ま
さ
に
真

の
愛
の
精
神
の
実
証
だ
と
思
い
ま
す
。
理
想
郷
の
モ
デ
ル
が
展

開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
希
望
で
す
。
も
っ
と
支
援
し
て
ゆ

き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。(

男
性
・52
歳)

●
レ
ダ
の
目
に
見
え
な
か
っ
た
開
拓
、
開
拓
、
開
拓
、
危
険
と

常
に
隣
り
合
わ
せ
で
開
拓
し
て
こ
ら
れ
た
先
生
方
に
頭
を
垂

れ
る
ば
か
り
で
す
。
今
後
は
私
も
共
に
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。(

女
性
・67
歳)

●
今
日
た
っ
ぷ
り
生
命
の
復
活
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
カ
ナ
ン(

蚊
難)

』
そ
の
精
神
い
い
で
す
ね
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し

む
。
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
子
供
に
夢
を
託
し
て
、
レ
ダ
に
送
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。(

女
性)

開
拓
精
神
へ
の
理
解
と
共
感
を
深

め
た
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
研
修
会

三
月
二
八
日
（
土
）
、
東
京
渋
谷
区
代
々
木
の
国

立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
、
国

際
交
流
棟
に
お
い
て
、
当
法
人
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
球
の
緑

を
守
る
会
の
共
催
に
よ
り
、
第
七
回
パ
ン
タ
ナ
ー
ル

一
日
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
講
話
は

★
提
唱
者
の
思
想
と
私
た
ち-
レ
ダ
開
拓
史(

飯
野)

★
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
地
球
環
境
問
題(

高
津)

★
レ
ダ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
理
想
郷
建
設(

柴
沼)

。

国際交流棟の桜並木の下で、にこやかに記念撮影

連載インタビュー (第7回)

Amo Leda!
Ｑ.レダに働き
に来たのは1999
年でしたね！
Ａ.あまり正確
な年代は覚えて
いません。ここ
に来た時、日本
人ばかりが10人
ぐらいおられま
した。梶栗氏と
か藤原氏を覚え
ています。私た
ちインディヘナ
が数人最初に手
伝いに来ました。
Ｑ.その頃のレ
ダの状況はどう
でしたか？
Ａ.草や木が生
えている原野と
いう感じで、そ
の草や木をマチェ
テ（現地の鎌）
や斧で切ってい

きました。そこに今の公館や日本人の住む館を建て
る土台を作りました。土も一輪車で何度も運んでき
たのを覚えています。排水のための溝を掘る作業も
私たちがやりました。
Ｑ.息子さんがレダになくてはならない人になりま
したね！
Ａ.息子はここで働けることをとても誇りに思って
います。私はもう引退していますが、塗装の技術を
持っているので、ペンキ塗りが必要な時だけお手伝
いに来ています。
Ｑ.レダは大きく変わりましたね！
Ａ.今はとてもきれいになり、みんながうらやむ場
所となりました。その土台を作ることに最初に貢献
できたことを誇りに思っています。

研修の風景（坂井君の体験報告）

ビクトル・ソーサ
Victor Sosa（52）インディヘナ
（先住民）で、エスペランサ村在
住。レダの最古参従業員の一人。
一人息子ビクトリーノ(Victorino)
は、レダでトラクターを運転する
第一人者である。



国
と
先
住
民
た
ち
の
期
待
を
担
う

レ
ダ
基
地
で
進
め
て
い
る
パ
ク
ー
の
人
工

孵
化
と
養
殖
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
川
の
水
産
資

源
回
復
と
新
た
な
産
業
振
興
に
向
け
、
国
家

か
ら
も
、
地
元
の
先
住
民
た
ち
か
ら
も
強
い

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
一
三
年
五
月
に
は
第
一
回
稚
魚
放
流

式
を
フ
ラ
ン
コ
大
統
領
を
迎
え
て
行
い
ま
し

た
。
二
〇
一
四
年
に
は
再
度
フ
ラ
ン
コ
前
大

統
領
夫
妻
を
迎
え
、
成
功
裏
に
放
流
式
が
行

わ
れ
、
地
域
産
業
育
成
に
向
け
、
さ
ら
に
大

き
な
期
待
を
持
た
れ
ま
し
た
。
今
年
五
月
八

日
に
実
施
す
る
、
第
三
回
放
流
式
で
は
、
稚

魚
五
万
匹
を
パ
ラ
グ
ア
イ
川
に
放
流
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
国
家
の
援
助
の
手
が
行
き
届

か
な
い
辺
境
地
住
民
へ
の
支
援
、
特
に
学
校

教
育
の
向
上
に
今
ま
で
十
四
年
に
わ
た
り
力

を
入
れ
て
来
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
教
育
を
受

け
た
子
供
た
ち
が
働
け
る
よ
う
な
地
域
産
業

を
育
て
て
ゆ
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
年
の
放
流
式
典
を
通
し
、
政
府
と
主
要
な
民
間
援
助

団
体
が
関
心
を
よ
り
高
め
、
具
体
的
な
支
援
活
動
を
進
め

る
契
機
と
な
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、
日
本
か
ら
の
支
援
は
、

村
が
自
立
し
て
生
活
で
き
る

環
境
を
創
る
ま
で
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
願
わ
れ
ま
す
。

会員種別
♠会員一口1000円／月 ※口数は申込者が申告

♠特別会員一口１万円／月 ※口数は申込者が申告

♠法人会員一口１万円／月 ※口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行 00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会
入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上げます。それ
が確認でき次第、会員番号を確定し、ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申し込みください。
また、ホームページからもダウンロードできます。
PDF形式 http:// www.asd-nsa.jp/nyuukai.pdf
Word形式 http:// www.asd-nsa.jp/nyuukai.docx

一般社団法人
南北米福地開発協会事務局
〒２１３－０００１
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: ０４４－８２９－２８２１
FAX: ０４４－８２９－２８２０

ゆうちょ銀行（旧一般会員会費納入）
記号１０２８０ 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会

E-メール: office@asd-nsa.jp
ホームページ: http://www.asd-nsa.jp

第
六
回
環
境
問
題
研
究
会
の
ご
案
内

日
時

五
月
十
日
（
日
）
13
時
30
分
～
16
時

講
師

陽
捷
行
先
生
（
み
な
み
か
つ
ゆ
き
、
北
里
大
学

名
誉
教
授
、
公
益
財
団
法
人
農
業･
環
境
・
健
康
研
究
所
、

農
業
大
学
校
校
長
）

参
加
費

無
料

講
演
テ
ー
マ

「
土
壌
・
人
間
・
環
境
問
題
」

場
所

川
崎
市
大
山
街
道
ふ
る
さ
と
館

会
議
室

主
催

一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会

参
加
申
込
み
、
お
問
合
せ
は
、
下
記
の
事
務
局
ま
で
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

5月8日 第三回稚魚放流
式典の成功に向けて！

第
十
五
回
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
員
募
集

青
年
指
導
者
た
ち
が
、
国
や
文
化
を
越
え
た
奉
仕
活
動
を

通
し
て
、
世
界
と
人
間
と
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
、
学
び
の
機

会
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

期
間

二
〇
一
五
年
八
月
二
五
日
～
九
月
十
日

活
動
地

パ
ラ
グ
ア
イ
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
地
域

活
動
内
容

学
校
の
建
設
、
植
樹
、
文
化
交
流
。
レ
ダ
に
て
奉

仕
活
動
、
自
然
探
訪
、
学
習
会
、
乗
馬
、
釣
り
体
験
な
ど
。

参
加
資
格

18
歳
以
上
、
概
ね
25
歳
ま
で
の
健
康
な
男
女

参
加
条
件

①
小
論
文
（
四
百
字
以
内
）
を
六
月
末
ま
で
に

当
協
会
へ
提
出
。
テ
ー
マ
は
「
参
加
の

動
機
及
び
将
来
の
夢
」

②
小
論
文
に
各
自
の
紹
介
者
の
推
薦

文
を
添
付
す
る
こ
と
。

採
用
者
発
表

直
接
該
当
者
に
連

絡
い
た
し
ま
す
。

募
集
人
数

十
名
前
後
（日
本
か
ら
）

参
加
費
用

十
五
万
円

成
田-

ア

ス
ン
シ
オ
ン
往
復
航
空
券
は
主
催
者

が
支
援
致
し
ま
す
。
お
問
合
せ
は
、

下
記
事
務
局
、
戸
石
。
小
田
ま
で
。

第
三
回
放
流
式
典
成
功

の
た
め
、
皆
様
の
ご
支
援

を
左
記
の
口
座
へ
！

郵
便
口
座

記
号

一
〇
二
八
〇

番
号

六
一
三
四
九
七
五
一

南
北
米
福
地
開
発
協
会


